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''ATrueBook,withSomeStretchers●一
一HuckleberlyFinn考 -

星野 勝利

■■Why;也ereah-tnoendtoyour血 S-⊥也ey

sayyouarerich.Hey?-how-Sthat?r'

"TheyLie- thatlshow."

Youcan'tprayaLLLe-Ifoundthatout.

-Adt,enturesofHuckZebenyFl'nn

AdvenLuresofHuckZebmγFinn(1885,以下 HuckLebeT7γFzLnn)の冒頭で､語

り手の少年IJuckは､AdventuresofTomSan er(1876,以下 TomSa▼サer)に触

れる｡Huckによれば､ TomSawyerという本は､｢マーク･トウェインさん

(Mf.MarkTwain)｣が書いた本で､だいたいは ｢ほんとのこと (truth)｣が書

かれているが､｢尾ひれをつけたところ (Stretchers)｣も少しあるというoL

かしこの ｢尾ひれ｣に関して､IJuckは､著者である ■■Mf.MarkTwainー■を弁護

する｡理由は､｢うそをっいたことのない人などみたことない (Ineverseen

anybodybutliedonetimeor弧0thα)｣(1章)からである｡1

HuckZebeJγFinnは､Huckが語る物語である｡ところが､語られる世界は､

｢うそ (lie)｣の頻出する世界である｡ランプをこすれば鬼が呼び出せるとい

うTom の話は､Huckに言わせれば､｢よくある Tom のうそ (oneofTom

Sawyer-slies)｣ (3章)である｡語り手であるHuck自身も ｢うそ｣の世界と

無縁ではない｡筏に戻ったHuckが､眠りから覚めたJimに対して取った行

動は､Jimに言わせれば､｢うそでジムをからかう (m止eafboluvoleJimwid

alie)｣行為であった.HuckがW批S家の三女Joamaに対して苦しまざれに

するイギリスについての話は､｢その話はみんなうそじゃないんでしょうね

(Honestinjun,now,hainrtyoubeentellingmealotoflies?)｣(26章)という問

いを誘発するものである｡

物語の中に ｢うそ｣が頻出し､語り手もまたその ｢うそ｣と無縁な存在で

はないとしたら､語られる物語そのものは､どのようなものとなるのであろ
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うね また､そこに見られる ｢うそ｣には､どのような意味が内包されるの

であろうか｡

神話の世界に ｢トリックスター (Tdckster)｣とよばれる存在がある.世界

各地の口承伝承に特徴的に見られるもので､超自然的な力を発揮して､しば

しば人々を欺き､それによって一種の文化的ヒーロー (またはアンチヒーロ

ー)となるものである｡日本の神道伝承に見られる ｢きつね｣もその一例で

ある｡｢きつね｣に対して農民が供えものをするのは､この動物が日本の文化

の中でそのような役割を持つ存在であるを示唆するものである｡2

Tricksterの特徴の一つは､巧妙な ｢欺き｣(deception)である｡｢欺く｣こ

とによって､廿icksterはヒーロー的 (あるいはアンチヒーロー的)存在とな

るO｢欺き｣ はもちろん､｢うそ｣の世界と無関係ではない｡この意味で

Tricksterの流れをくむものは､文学の世界に少なくないoオデュッセクス

(Odysseus)の漂流冒険辞も､中世の仮面劇 (mask)の世界も､悪漢が現実

離れした冒険を次々と重ねていくピカレスク･ノベル (picaresquenovel)の

世界も､すべてこの流れに属するものと見ることができる｡3 アメリカ文学

にもこれに該当するものが見あたる.HermanMelviueのTheConjidence-Man:

a.sMasquerade(1857)は､他ならない ｢詐欺師(confldence一man)｣が主役であ

るという点で､その格好の例である.｢うそ｣の世界が頻出する HuckZebeny

Finnも､やはりその一つということになる04

Hucklebe〃γFiTmの｢うそ｣の世界は多様である｡物語の冒頭部分で Huck

はTomの仲間のひとりとなる｡そのTomは､｢ぶた (hogs)｣を｢金塊 (ingots)｣

とよび､｢かぶら(tumips)｣を ｢宝石 Gulery)｣(3章)と呼ぶ｡一種の ｢うそ｣

であるoLかしこれは､｢おらたちは海賊ごっこをやった(weplayedrobbery)｣

(同前)からである｡Tbmの ｢うそ｣は文字通り､｢遊び (play)｣の類のもの

である｡物語の最後の場面で逃亡奴隷 Jim を自由にするために Tbmの提案

で行われるさまざまな ｢うそ｣､すなわち､小屋の偽装､家庭用品の盗み､匿

名の手紙､使用人-の欺き等 (3342章)も､やはりこの部類のものである｡

いずれも ｢あそび｣的なものであり､基本的に害のない､無邪気なものであ

る｡

一方､物語の途中で現れる ｢王様 (themng)｣と ｢公爵 (theD止e)｣によ

る ｢うそ｣は､これとは対照的に､いわゆる ｢詐欺｣としてのそれ､｢ペテン｣
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としてのそれである｡｢薬売り｣｢役者｣｢催眠術師｣｢骨相見｣｢音楽教師｣

｢講演者｣｢医者｣｢占い師｣｢牧師｣(19章)など､得意なものとして二人が

名乗るさまざまな職業は､つまりは他人を欺いて金銭を手に入れるためのも

のであるoWilks家の知人になりすまして展開されるさまざまな ｢うそ｣の

行為 (24-9章)も､この延長線上のものである｡

これらの場合､行為の主体者は､Tomであり､Kingであり､D止eである｡

しかしこれらの人物は､Huckが語る物語の中では終始一貫して姿を現す存在

ではない｡Tomが現れるのは物語の冒頭と末尾部分であり､一方 Ⅹ血gとD止e

は､途中で現れて途中で消えていく存在である｡すなわちこれらの人物は､

作中人物としてみた場合､脇役的存在でしかない｡中心となり､主役となる

のは､むしろ､一人称の語り手 Huckであり､その Huckと生活をともにす

る逃亡奴隷 Jimである｡

しかし二人の中で､｢うそ｣の行為により深く関わるのは､語り手である

少年 Huckである｡もちろん Jim も ｢うそ｣と無関係な存在であるわけでは

ない｡MissWatsonのもとから逃亡した Jim も､見つからないように逃げ出

した (8章)という点で ｢うそ｣の行為と無関係であったとは思われないO

しばしば自分の話に ｢飾りを付ける (p血t)｣(15章)という点でも､｢うそ｣

に関わる存在である｡しかし､このような Jim の ｢うそ｣は､Huckのそれ

に比べれば､量的に見ても､ものの数ではない｡m ckの ｢うそ｣は､話の冒

頭から末尾まで､ほぼ一貫して､継続的､反復的に見られるものであり､そ

の主なものを挙げれば､次のようになる｡

1 MissWatsonに対し､心の中の思いを言わないで応対する (1章)

2 ｢誰だ｣というJ血 に対し､誰もいないふりをして逃げる (2章)

3 金持ちだろうと問う父に対し､それはうそだと答える (5章)

4 酔い覚めの父に自分の行為についてうそをつく (7章)

5 ｢誰も自分の後を追わない方法｣で逃げる (7章)

6 SarahWilliam Sに女装し､見破られるとGeorgePetersと名乗る (11章)

7 金持ちMissHookerの知人と名乗って難破船-人を送る (13章)

8 眠りから覚めたジムに対しその眠りがなかったかのように応待する

(15章)

9 天然痘にかかった家族がいると逃亡奴隷探しの白人に話す (16章)

10 GeorgeJacksonの仮名でShepherdson家に入る (17章)

ll Khgと仇血eにJimとの旅の目的について作り話で説明する (20章)
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12 Wilks家の娘Joama(Harelip)にイギリスについての作り話をする

(26章)

13 金が消えたことについて王と公爵に作り話で答える (27章)

14 Joamaにおねいさんの不在の理由を作り話で説明する (28章)

15 医者と弁護士に対し身元について必死にうそで答える (29章)

16 Phelps農場-の途中で出会った少年にうそをつく (31章)

17 再度出会ってしまった公爵に作り話でいいわけをする (31章)

18 Tom に間違えられてそのままTom になりすます (32章)

19 地下室-行った理由についてAu山Sallyにうそをつく (40章)

20 Tbm のけがについて医者に作り話で説明する (41章)
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このリストは､Huckの ｢うそ｣の遍在性を雄弁に語ってくれる｡しかしこ

のような無数のうそも､その内質は､Kingや Dukeのそれとは基本的に異な

るものである｡ KhgとDukeのそれは､社会的な悪としてのそれ､犯罪的な

ものとしてのそれである.rごろつき (rapscallion)｣(23章)｢悪漢 (bud)｣

(25章)｢ごくつぶし (dead-h=at)｣(28章)｢やくざもの (gang)｣(同前)｢う

そつき (liar)｣(29章)という二人に対する形容辞は､二人の ｢うそ｣の反

社会的性格を示すものである｡

しかし､Huckの ｢うそ｣はこれとは異なる｡｢うそ｣の行為の模範となる

のは､多くの場合 Tom である.自分が殺されたことを装う時 (7章)も､

MaryJaneの逃亡を助けるための ｢うそ｣に成功した時 (28章)も､思い浮

かべるのはTbmのことである｡Tbm ならばどうするか､Tbm とくらべて自

分の ｢うそ｣のでき具合はどうか､といった思いである｡このことは Huck

の ｢うそ｣が基本的に Tomのそれに近いこと示唆する.

Tbmの ｢うそ｣は､つまりは ｢あそび｣としてのそれである｡ところが､

Jim を怒らせて自分の行為を悔いた際､Huckは､自分の行為を ｢いたずら

(hick)｣として語っている｡ 自分の行為を批判され､それ以来Jimに対して

は ｢もういたずらはしなかった (Ididn.tdohimnomoremeanbicks)｣(15章)

と語っているOこのHuckの ｢いたずら｣を､先に見たように､Jimは ｢うそ

(lie)｣としてとらえているoこのことは､Tomの｢あそび (play)｣に近い IJuck

の ｢うそ (lie)｣が､つまりは ｢いたずら (hick)｣としてのものでもあるこ

とを示唆する.かくして HuckはTricksterとしての役割も発揮することにな

る｡
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ただし､HuckZebeり′Fin〃の ｢うそ｣の世界は､作品全体を通してみれば､

さらに多様な広がりを持つ｡ Huckにタバコを禁止しながら自分でそれをた

しなむWidowDouglasの行為 (l章)や､効き目のない祈りを毎日強いるMiss

Watson(3章)の行為には､ Huckの目で見れば､どこかに ｢うそ｣がある｡

貧しいもの-の施しが 100倍になって戻ることを説く牧師の話 (8章)や､

日曜日には ｢兄弟愛｣の説教を聞きながら平目には ShepheFdson家に対して

復讐劇を繰り返す Grangerford家の人々 (18章)にも､やはり一種e?｢うそ｣

があるoさらにこれは､たとえば｢さくら｣の演技によって観客を｢欺く(fool)｣

(22章)サーカスにさえも､見られないわけではない｡

社会の落伍者であるHuckの父 (PapHuck)も､この種の ｢うそ｣を指摘す

る存在である｡｢これが政府ってもんか !(Callthisagovment!)｣(6章)と社会

に毒づくこの落伍者に言わせれば､親の扶養能力の欠如を理由にして子を他

人の養子として認める法律も､混血の黒人が大学教授となって選挙権を持つ

ことも､あってはならない ｢うそ｣である｡侮辱をくわえた男 Boggsを射殺

した後で､民衆を前に演説するColonelSherbum も､人間の心に巣食う一種

の ｢うそ｣を指摘する. Sherbllmに言わせれば､自分をリンチにかけようと

する群衆の ｢勇気 (courage)｣などは､｢うそ｣くさいものでしかない｡｢内

から発したもの (bomin)｣ではなく ｢よそからのかりもの (borrowed&om)｣

(22章)なのである｡おびえて逃げ出す群衆の行動は､これを事実として証明

することになる｡

少年 Huckが生き､語り手 Huckが語る世界は､このような ｢うそ｣の世

界である｡Huckの行動自体にも､身のまわりの世界にも､いたるところに｢う

そ｣が遍満する｡その世界は､場所的には､西部開拓の気運の中でにぎわい

始めていたミシシッピー川を中核とするアメリカ中西部の世界､時代的には､

南北戦争を少し後に控えた複雑な変化の時代､すなわち奴隷制が社会的に大

きな問題となっていた時代である｡5

MelvilleのMoby-Dick(1851)は鯨に関わる物語であるo船長のAhabは､自

分の足を喰いちぎって逃げた巨大な白い抹香鯨を追う｡Ahab船長にとってこ

の鯨は､一個の噛乳動物としての鯨よりも､むしろ一つの ｢仮面 (mask)｣

として存在する｡一等航海士Starbuckに対し､Ahabはこのことを次のように

説明するO
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Allvisibleobjects,man,arepasteboardmasks.ButineacheveIlt- inthe

livingact,theundoubteddeed- there,some血 10wn butstillreasoming

血ingputsforh.hemouldingsofitsfeaturesfrombehindaleunreasoning

mask.IfmanW山sbike,Sbikethroughthemask!

(Chap.36,emphasisadded)
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鯨に対するこのような視座は､物語の語り手である Ishmaelのものと重な

り合う｡この鯨の特徴的な色である ｢白｣■について思いめぐらすIshnaelは､

その結果として､｢自然 (Nature)｣のなかに ｢欺備 (deceits)｣を見る｡夜空

に輝く白い銀河､日没の太陽､蝶の羽など､この世に見られる美しいものは

すべて､人間の目を欺く ｢巧妙な欺備 (su仙 edeceits)｣(42章)であるとす

るのである｡この見方はAbab船長の鯨に対する視点と通底するC鯨が ｢仮

面｣であるように､｢自然｣の世界もまた ｢欺備｣なのである｡すなわちAhab

船長やⅠ血maelにとって､この宇宙や世界は､本体を隠蔽した一個の ｢仮面｣

として､｢欺晴｣として存在する｡すなわち ｢うそ｣の世界である｡

作品 HuckZebmγFi〃nも､｢仮面｣の世界､｢欺備｣の世界である｡ただし､

この ｢仮面｣や ｢欺摘｣を眺める視線そのものは､Ahab船長やIslmlaelのそ

れとは異なる｡たとえば筏の上のHuckとJimは､夜空の星を眺めながら､｢星

が造られたものか､自然にできたものか (whetllertheywasmadeoronlyjust

happened)｣(19章)について議論する｡ このテーマは､場合によっては､造

物主の問題をめぐる哲学的､神学的､科学的議論-と展開する可能性を持つ

ものである｡しかし二人の議論は､Ahab船長やIshamelの場合のように､形

而上的展開を見せるものではない｡Huckはこれが ｢自然にできた｣いう立場

をとる｡ 理由は､｢あんなにたくさん作るなんて無理だとおもった｣からで

ある｡一方 Jimは ｢月が作ったかもしれない｣という立場をとる｡ Huckは

これに反論することができない｡理由は､｢以前にカエルが星の数くらい卵を

生んだのをみたことがある｣からであるo二人の議論は､Ahab船長やIslm ael

のそれとは異なるレグェルのもである｡無知なものどうしの､無邪気な議論

である｡

Melvilleには､｢仮面｣をテーマとするもう一つの作品がある｡ ne

Conjidence-Man.IHTsMasquerade(以下 TheConjdence-Man)である.この作

品は､HuckZebenynnnと同様､ミシシッピー川を舞台とするoミシシッピー

川を下る蒸気船上にある日現れた一人の詐欺師が､船上の乗客から次々と金
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銭を巻き上げていくという物語である｡文字通り一人の ｢詐欺師｣の行状を

語る物語である｡

TheConPdence-ManとHuckZeberTyFz'nnには､いくつかの共通点がある｡ミ

シシッピー川が舞台となること､｢詐欺｣が話題になること､時代背景が類似

することなどである｡ただしこの共通点は､相違点も抱えている｡たとえば､

前者では､ミシシッピー川を下る船が舞台となるのに対し､後者では陸の世

界も舞台となる｡また前者では､奴隷のことが重大な問題となるのに対し､

後者ではむしろインディアンのことが問題となることなどである｡しかし二

つの作品でとりわけ注目したいのは､｢詐欺｣に関わる点である｡

TheConjidence-Manの場合､一人の詐欺師がある日 (4月1日)蒸気船上

に姿を現す｡巧みな弁舌を武器として､次々と乗客を欺き､最後は､｢仮面劇

はさらに続くであろう (SomethigRathermayfo1lowofthisMasquerade)｣

(45章)という語り手のことばに送られて､闇の中に姿を消す｡HuckZebe〝γ

Fl'nnにも詐欺師が現れる｡KingとDukeである.Melvilleの詐欺師と同様､

この二人も､得意の演技と巧みな弁舌で人々を欺き､金銭を巻き上げる｡こ

の意味で両者は共通する｡ただし､前者は､物語の主役であるが､後者の二

人は､主役と言うべき存在ではない｡物語の途中で姿を消す脇役的存在であ

る｡それも､群衆のリンチにかかった惨めな姿で物語の舞台から姿を消す存

在である｡最後まで正体を明かすことなく､詐欺行為の更なる継続を示唆し

つつ姿を消す前者とは､大きな違いである｡

しかしHuckZebenyFz'nnの場合､｢詐欺｣に関わるのは､実はKingとDuke

だけではない｡｢うそ｣と ｢詐欺｣を基本的に同質のものと見るならば､｢詐

欺師｣の数は一気に拡大する｡｢うそ｣を重ねるHuckはもちろんのこと､Tbm

も､Jimも､WidowDouglasも､MissWatsonも､いずれもこれと無縁ではな

いし､暴徒と化す群衆の心も､法律や政治といった社会構造に関わるものも､

やはりこれとどこかで関わるものである.だとすると､Huckの生きる世界は､

いたるところで ｢詐欺｣が見られる世界､｢詐欺｣によって塗りつぶされた世

界となる｡

その世界を生きる少年Huckの生き様は､Melvilleの詐欺師のそれに類似す

る｡Mdvilleの詐欺師は､物語の冒頭から末尾まで､変装と詐欺行為を重ね

つつ闇の中に姿を消す｡少年 Huckもまた ｢変装｣と ｢うそ｣の行為を重ね

る｡女装し､仮名を名乗り､生い立ちを偽りながら､物語の冒頭から末尾ま

で､一貫して ｢うそ｣の行為を反復する｡しかも､Melvuleの詐欺師が ｢仮

面劇はさらに続くであろう｣という語り手のことばとともに舞台から消えて



No.1(1999) 87

いくのと同じように､Huckもまた､｢インディアン地区 (theterritory)｣- ｢飛

び出す (lighto叫)｣(終章)｡ミシシッピー川よりもさらに酉に広がるこの新
たな世界が､更なる ｢うそ｣の世界ではないという保証は､どこにもない｡

それどころか､その可能性はむしろ大である｡Tbmによれば､インディアン

地区には ｢ごっっい冒険 (howlingadventlqeS)｣(同前)が待ち受けているは

ずであるD

ただし､TheConPdence-ManとHuckZebenyFJ.nnには､｢詐欺｣の内質に

ついて､根本的な相違点が一つある｡これは､Moby-DickとHuckZebeT7γFinn

にみられたものと同種のものであるO

TheConjidence-Manの場合､詐欺行為の主体者である稀代の詐欺師 (8

回変装をするCosmopolitanなる人物)の詐欺の手法は､きわめて巧妙である｡

変装が巧妙であるだけでなく､弁舌もまた巧みである｡弁舌の内容は､相手

を信頼させるにたる一見真筆なものであり､その論理も､破綻を来すことな

く相手を説得できるようなものである｡作品冒頭で聾唖者として姿を見せる

この詐欺師は､手持ちのスレー ト板に､｢愛は恨みをいだかない (Charity

thhkethnoevil)｣(1章)ということばを記している｡詐欺師から乗客に対し

て送られる最初のメッセージが､他ならない聖書のことば (｢コリント前書｣

13章)であることは､この詐欺師の戦略の本質を示唆するものである｡日常

的な世界､すなわちキリスト教的な世界で､十分に説得力をもつもの､それ

を巧妙に活用すること､それがこの詐欺師の基本的戦略である｡

他方､HuckZebe〃γFilmに見られる詐欺の行為は､内容も､論理も､いずれ

も破綻したものが多い｡ランプをこすれば鬼が呼び出せるというTbmのうそ

(3章)は論外としても､Huckのそれにも､論理の破綻を示すものが多いO

｢みつくち (Harelip)｣の娘Joamaとのあいだで展開されるイギリスの王様
との出会いの話 (26章)など､その最たるものである｡破綻した論理が破綻

しないのは､一般的には誰でも理解できるはずの破綻を､応対する相手が理

解できないレヴェルにあるからでしかない｡

KingとDukeの詐欺行為にも同じことが言える.ロンドンから来た悲劇の

名優になりすまして芝居を張るため､Dukeの指導のもとでKingが必死に覚

えるHamletの科白は､次のようなものであるoHamietとMacbethの著名な

科白のごったまぜでしかないこの科白は､聖書のことばを正確に掲げる

Melvilleの詐欺師に引き替え､詐欺師としての二人が､きわめて喜劇的な存

在であることを際立たせる｡
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Tobeornottoh:;thatis血ebarebodkin

Thatmakescalamityofsolonglife;

Forwhowouldfardelsbear,tinBimam WooddocometoDunsinane,

0penothyponderousandmarblejaws,
Butgetth∝toammery-go! (Chap.21)

喜劇的であるのは､｢みつくち｣に対するHuckの応対ぶりや､二人の詐欺

師の科白の中身だけではない｡同種のことが繰り返し反復的に語られる

HuckZeberTyFz'nnという作品自体が､喜劇性にあふれたものである.この喜劇

性は､真撃な内容がきわめて滑稽に表現されているという点で､ユーモア

(humor)を生み出すものであり､時にはむしろバーレスク (bdesque)的な

ドタバク性を晒し出すものでもある｡｢仮面｣や ｢詐欺｣の世界が同じように

提示されはするものの､提示されるその内質には､このような大きな差異が

認められるのである｡

孤

HuckZebenγFinnの冒頭に ｢警告 (Notice)｣のことばがある｡著者からの命

令で ｢兵器部長 (chiefofOrdnance｣が書いたとされているものであるDこの

言葉は､読者に対して､本の ｢主題 (motive)｣や ｢教訓 (moral)｣や ｢筋書

き (plot)｣-の関心を捨てることを半ば脅迫的に求めるものである｡

Personsattemptingtofind amotjveinthisnarrativewillbe

prosecuted;personsattemptingtofindamwalinitwillbebanished;

personsattemptingto丘ndaplotinitw山beshot.(emphasisadded)

世界を代表する古典的な作品として､ HuckZeberTyFzlnnにはさまざまな読

みが試みられている｡しかしその読みは､この警告のことばを無視した嫌い

のあるものが少なくない｡もちろん警告のことばは､単なる一個のユーモア

として解することができるものである｡しかし現実には､作品 HuckZebey7γ

n'nnに対するこれまでの読者の関心は､多くの場合､逃亡奴隷をめぐる奴隷

制の問題､それに関わる主人公の良心の問題､そして末尾部分の筋書きの適
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否の問題などであった｡これらはいずれも､警告のことばとは相反するもの

である｡6

もちろんこのような関心が､読者の関心のすべてであるわけではない｡た

とえばEmestHemhgwayのよく知られたことば ｢アメリカの現代文学はすべ

てHuckZebe〃γFzlnnから始まる (aumodemAm eriCanliter血lrecones&omone

bookbyMarkTwainCalledHuckZebey7γFinn)｣は､主としてこの作品の文体や

ことばに関わるものである｡7 しかしこの作品が､第二次世界大戦後､規範

的な学校教材となる上で大きな役割をはたしたとされる LionelTrillingの場

合､8 HuckZebenyFi〃nへの関心は､主としてその ｢主題｣や ｢教訓｣や ｢筋
書き｣にあったと言えるCテキスト版に記されたTri1lingの評は､作品の ｢形

式｣や ｢文体｣についても述べているoLかし､主として語られるのは､｢聖

者の家族 (corrmmi tyofsaints)｣としての IJuckと Jim の関係､｢川の神

(river-god)｣としてのミシシッピー川､そこに見られる｢道徳的意味 (moral

imphcation)｣､Tom による巻末の Jim 救出劇の ｢形式的妥当性 (fomal

aptness)｣などである｡9

上に見たように､HuckZebeT7γFLlnnは､｢うそ｣の遍満する世界である｡し

かしこの ｢うそ｣の世界は､作者が読者に対して関心を向けないように求め

た ｢主題｣や ｢教訓｣や ｢筋書き｣の問題と､きわめて深い関わりを持っも

のである｡

作者の意図を無視して､関心をあえて ｢主題｣や ｢教訓｣に向けるとき､
特に注目される部分 (辛)が作中に二つある｡16章と31章である｡いずれ

も逃亡奴隷 Jimについて思いめぐらす mckの心の状態が語られる部分であ

る｡すなわち､自由州を近くにして逃亡奴隷 Jimを ｢密告しようと思いっめ

る (allinasweattotellonhim)｣(16章)部分と､Khgによって売られた Jim

を､所有者であるMissWatsonに知らせるべきかどうか迷い､｢よし､こうな

ったら地獄へ堕ちてやれ (Allright,then,1111gotohell)｣(31章)と決断する

部分である｡

一人称の語り手が､当面の問題について深く思いめぐらし､その思いめぐ

らす内容が詳しく語られるという点で､この二つの部分は､Moby-DLIckの一

人称の語り手IsImaelが ｢白｣について思いめぐらす部分 (42章)と重なる

ところがある｡しかも､思いめぐらすHuckの行為は､Ishmaelのそれと同様､

きわめて真剣なものである.この真剣さは､nicksterとしてのHuckのいっ

もの姿勢とはかなりかけ離れたものである｡密告のことを思うHuckのから

だは ｢ガタガタふるえて熱が出る (tremblyandfTeverish)｣ほどであったO手
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紙を出すことの是非について思い迷ったmckのからだも､｢ブルブルふるえ

(shiver)｣たほどであるo逃亡奴隷 Jim-の応対をめぐるHuckの悩みは､

それほど深刻なものである｡

Ishmaelの ｢白｣の分析は､つまりは ｢自然｣の分析であった｡しかしこの

分析は､Ahab船長のことばの意味を確認するという性格を持つものであった｡

Huckが分析するのは､自分自身の ｢心｣の世界である｡つまりは ｢善｣｢悪｣

をめぐる ｢良心｣の世界である｡その ｢良心｣に対して､｢うそ｣をつけるか

どうか､これが Huckが分析するべき問題であるDしかし､Ahabの ｢仮面｣

観が､Islm aelの ｢自然｣観を先取りして示したように､Huckの結論は､物

語の中ですでに見えている｡それも､Jim の示した ｢人間｣観を通してであ

るo

この悩みに先立ち､HuckはJim をからかう｡ Jimは夢をみていたのだと

｢うそ｣をつくことにより､ Jimを困惑させるのである｡ Huckのその行為

に対し､ Jimは ｢友達の頭にごみをかけて恥をかかせるやつはくずだ (吐ash

iswhatpeopleisdatputsdirtondeheaderdeyRentsenmakesTenaslm ed)J

(15章)という考えを述べる｡すなわち､｢うそ｣をつく存在としての IJuck

は､｢人間 (people)｣として ｢くず (trash)｣であると規定するのであるoこ

のJimの見方に対しHuckが出した結論が､以後 Jim に対しては ｢もういた

ずらはしなかった (Ididnrtdohimnomoremeantricks)｣というものである｡

Jim に対しては ｢トリック (hick)｣を弄さないこと､このことは､この段

階ですで確認されていたことである｡この後なされる二度の思いめぐらしは､

このことの再確認作薬でしかない｡血ab船長がStarbuckに対して語った ｢仮

面｣観を､傍観者としての語り手 Ⅰ血maelが ｢自然｣を通して分析したのと

同じように､ Huckは､Jim によって提示された ｢人間｣と ｢くず｣の問題

を､時間をかけて検討する｡その検討結果が､｢密告｣をやめること､｢地獄｣

に堕ちることもいとわないことであった｡つまりは､Jim に対しては "trick"

を弄さないことである｡このことは､｢良心｣に関しては Tricksterにならな

いことと､おそらく同義である｡これが ｢くず｣ としての ｢人間｣を避ける

ための唯一の道であった｡

RalphEuisonは､HuckZebenγFinnについて論じる際､Jimと IJuckのこの

ような関係に注目する｡Ellisonによれば､家族-の愛､友-の誠実さ､自由

-の願望等を身につけたJimは､｢本質的な人間性 (ess飢tial hmanity)｣を

象徴する存在である｡一方 Ⅰ加ckは､そのJimを自由にするだけでなく､因

襲化された社会的な悪から自分自身をも自由にするという点で､｢人間主義
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者 (血manist)｣であり､｢個人主義者 (individualist)｣である｡このような見

方は､明らかに作品の ｢主題｣や ｢教訓｣に焦点を当てたものである｡実際

Elhsonの見るところでは､HuckZebe〃γFzl〃nの作者としてのM血kTwainは､

｢きわめて道徳的な (high1ymoral)｣な作家である.10

｢主題｣と ｢教訓｣に見られるこのような特徴は､｢筋書き｣の問題にも関

わるo作品構造の視点からHuckZebe〃γFzLnnが論じられる際､しばしば指摘

されるのは､物語の最後の部分のJim救出劇の不適切さである｡HuckZebeIγ

Fl'nnを高く評価する Hemingwayでさえも､この部分に関しては､なくもが

なの ｢全くのごまかし G心tCheating)｣としている.ll LかLHuckが､基

本的に ｢うそ｣ を日常とするTrickster的存在であることを考えれば､｢良心｣

をめぐる一時的自己分析の後､日常的な ｢うそ｣の世界に戻ることは､必ず

しも不自然なことではない｡しかもこの段階では､Jim を ｢奴隷制から盗み

出す (stealoutofslavery)｣(33章)という ｢良心｣に関わる行為は､再会し

たTomの態度如何にかかわらず､Huckはすでに決断済みなのである.救出

劇-の参加は､その上でのことである｡

Tri11ingは､この部分の構造について､Huckが ｢幕の背後 (background)｣

に身を引いて ｢匿名性 (anonimity)｣を回復するという点で､｢形式的妥当性

(formal aptness)｣があると見ている.12 このような見方に立てば､この部

分の ｢筋書き｣は､Trickster-回帰する少年IIuckの姿を語るものに他ならな

い.Tricksterという ｢うそ｣と ｢仮面｣と ｢欺臓｣の世界の背後に､逃亡奴

隷救出という､社会的正義､個人的正義に関わる問題が､見事に隠蔽される

のである｡

Ⅳ

Phelps農場で､来るのが遅れた理由をAuntSanyから尋ねられたIJuckは､

とっさの思いつきで､それを船のシリンダーの爆発という事故のせいにする｡

その直後､二人の間で､次のような会話が交わされる｡

"Goodgracious!anybodyhurt?'r

"NoTm.Killedanigger.n

I.Weu,it'slucky;becausesometimespeopledogethurt.'-

(Chap.32,emphasisadded)
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船の事故は､例によって ｢うそ｣である｡したがって ｢黒んばが-人死に

ました｣というIJuckのことばも､もちろん ｢うそ｣である｡しかし､｢うそ｣

にはじまるこの対話は､内容的に一つの事実を伝えてくれる｡｢黒んぼ｣

(migger)という存在が､二人の対話では､｢ひと｣(anybody/people)の範噂に入

っていない､ということである｡

19世紀ヴィクトリア朝イギリスは ｢偽善｣の時代であったとされる｡同じ

ように､19世紀中葉のアメリカは､｢詐欺師｣の時代であったという見方が

ある｡文明化の道を遠進したこの時代は､他の時代にも増して ｢詐欺師｣が

活躍した時代であったという見方である｡実際､東部出身者としてのあやし

げな ｢物売りヤンキー｣(Yankeepeddler)のイメージや､｢ほら話｣(talltale)

で人を煙に巻くMikeFinkや DavyCrocketのような中西部の伝説的人物像が

形成されたのは､この時代であった｡13 ミシシッピーJIl流域の ｢うそ｣の世

界を描くHuckLebeT7yFl'nnは､MelvilleのTheConjidence-Ma〃 と同様､アメ

リカのこのような時代状況の中に確かに位置づけうる作品である｡

しかしHuckLeberfyn〃nとTheConjidence-Manの間には顕著な差異が存在

するo TheConPdence-Manの場合､主人公詐欺師は､｢仮面劇はさらに続く

であろう｣ということばに象徴されるように､｢仮面｣の下の素顔をついぞ白

日の下にさらすことがない｡他方､TIickstermckは､｢仮面｣の下の素顔を

そのまま衆目にさらすことがある｡逃亡奴隷Jimをめぐる ｢良心｣の部分が

それである｡無限に ｢うそ｣を反復しつつ､｢うそ｣でない世界もさらしてし

まう､それがTrickstqとしての Huckの姿である.この二重性を通して､ア

ンチヒーロー的少年Huckは､19世紀中葉のアメリカ中西部ミシシッピー川

流域に生きる一人の文化的ヒーローとなる｡

語り手Huckによれば､-●Mr.MafkTwaintlが書いた物語 TomSawerは､少

しは ｢うそ｣があるが､ほとんどは ｢ほんとう｣であるという｡このようにl
語る語り手 Huckは､もちろん作者MarkTwain自身のペルソナとなる存在

である.そのHuckが語る ｢うそ｣に満ちた物語 HuckZebeIγ Finnは､Tom

Sa一サer との対比で言えば､さしずめ､ほとんどは ｢うそ｣であるが､少し

は ｢本当｣である本､ということになるに相違ない｡

注

1.テキストは次のものによる｡ MarkTwain,TheAdventuresofHuckZebeny

Fz'nn (Holt,RhehartaJldWinston,hc.,1948).
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tricksterfig∬esappearstobeuniversal. TheJapanesebickst訂 fToxKitstneis

renownedforhismischievousmetamOrphicabi比es. HeisregaFdedinShintolore

asthemessengerwtlOenSureS血atfTarmerspaytheirotft血gstothericegod"

(EngcZopediaofLiterahLn,Merriam-Webster,1995,pp.1130-1).

3.AndrewLang,"TheAdofMarkTwain,"musLTlatedLondonNews(1891),rpt.

inMwkTwain'sAdventuresofHuckZeberTyAnnIBZoom'sNotes(ChelseaHouse

Pdblishers,1996),p.28.

4.WarwickWadlington,TheConPdenceGamez'nAmen-canLiteraEunPrinceton

UmiversityPress,1975),pp.319.

5.HuckZebe〝γFz-nnの時代設定は 1835-45年頃とされるo 一方､The

ConPde〃ce-Manは､作中に1851年のロンドン万国博覧会-の言及 (7章)が

なされていることなどから､1850年代が背景と考えられる｡Cf.JonathanArac,

HuckLebe〃γFl'nnasIdolandTarget:meFunctionsofCn'Licismz'nOurTz-me (TLe

UhiversityofWisconsin 打ess,1997),p.210:RichardD.Smith,MeルiLZe's

Science/"DevilishTLmlaZizationoftheGods!"(GadandPtibhshing,hc., 1993),

p.224.

6.DanielHo血nm,Fom andFableinAmenlca〃Fl-cLion (UmiversityPressof

Virginia,1994),pp.317121.

7.EmestH血 gway,TheGwenmZLsofAb'ca,qtd.in Jolm C.Gerber,Mwk

Twain(TwaymePublishq,1988),p.104:HaroldBloom,MarkTwazLn(ChelseaHouse

Pubhshers,1986),pp.63,133,150.

8."HislTri11ingfs]essayprovedthebook'sopensesami intocollegecanomicity"

(JonathanArac,HuckZebeり/Fz'nnasIdolandTarget,P.18).

9.LionelTriuing,"htroduction,■一 meAdvenEunsofHuckZebenyFl'm (Holt,

RinehartandWinston,hc.,1948),pp.V-xvii,

10.RalphEllison,"Twenheth-CenturyFic也onandtheBlackMaskofHumanity,.I

ShadowandAct(RandomHouse,1964),rpt.in MwkTwain'sAdventunsof

HuckZebeT7ynnnIBloom'sNotes,pp.3840.

ll.Hemingway,TheGreenHillsofAfn'ca,qtd.hJohnC.GertF,MarkTwain,
p.104.

12,Trining,"htroduction,Trp,xiv.
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cZassCuZtuninAmen-ca,1830-1870 (YdeUniversityPress,1982),pp.由ii-xiv,

29-31.
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